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桶川北本水道企業団告示第２号 

 

 令和４年第１回桶川北本水道企業団議会定例会を次のとおり招集する。 

 

  令和４年２月１０日 

 

                   桶川北本水道企業団 

                     企業長  三 宮 幸 雄 

 

 

１．日  時  令和４年２月１８日（金） 午前９時００分 

 

２．場  所  桶川北本水道企業団西庁舎大会議室 
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令和４年第１回桶川北本水道企業団議会定例会日程 

 

議 事 日 程 

令和４年２月１８日 

 

 １．会議録署名議員の指名 

 ２．会期の決定 

 ３．企業長の一般報告 

 ４．企業長提出議案の上程、説明 

 ５．一般質問 

 ６．議案の質疑、討論、採決 

  (1) 第４号議案 

    令和３年度桶川北本水道企業団水道事業会計補正予算（第１号）について 

  (2) 第５号議案 

    令和４年度桶川北本水道企業団水道事業会計予算について 

 （3）第６号議案 

    埼玉県市町村総合事務組合の規約変更について 

 ７．特定事件の閉会中の継続審査の申し出について 
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令和４年第１回桶川北本水道企業団議会定例会 

 

令和４年２月１８日（金曜日） 

 

○出席議員（１０名） 

  １番   今  関  公  美  君    ２番   大  嶋  達  巳  君 

  ３番   砂  川  和  也  君    ４番   山  中  敏  正  君 

  ５番   滝  瀬  光  一  君    ６番   中  村  洋  子  君 

  ７番   加  藤  勝  明  君    ８番   岡  安  政  彦  君 

  ９番   佐  藤     洋  君   １０番   渡  邉  光  子  君 

 

○欠席議員（なし） 

────────────────────────────────────────── 

○説明のための出席者 

企 業 長 三  宮  幸  雄  君 副企業長 小  野  克  典  君 

事務局長 小  高  清  隆  君 

参 事 兼 

事 務 局 

次 長 兼 

業務課長 

小  島     稔  君 

事 務 局 

次 長 兼 

給水課長 

青  鹿  秀  明  君 総務課長 堀     和  行  君 

施設課長 小  菅     勉  君 浄水課長 内  田  賢  一  君 

────────────────────────────────────────── 

○職務のため出席した者の職氏名 

書 記 永  井     太 書 記 加  藤  翔  太 
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午前 ９時１０分 開 会 

△開会及び開議の宣告 

○議長（岡安政彦君） 定足数に達しておりますので、令和４年第１回桶川北本水道企業団議

会定例会を開会いたします。 

  直ちに本日の会議を開きます。 

────────────────────────────────────────── 

△議事日程の報告 

○議長（岡安政彦君） 本日の議事日程につきましては、お手元に配付してありますので、ご

了承願います。 

────────────────────────────────────────── 

△会議録署名議員の指名 

○議長（岡安政彦君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

  会議録署名議員は会議規則第80条の規定により、議長より指名いたします。 

   ４番 山 中 敏 正 議員 

   ５番 滝 瀬 光 一 議員 

 の両名を指名いたします。 

────────────────────────────────────────── 

△会期の決定 

○議長（岡安政彦君） 日程第２、会期の決定を議題といたします。 

  お諮りいたします。本日の定例会の会期は本日１日といたしたいと思いますが、これにご

異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（岡安政彦君） ご異議なしと認めます。 

  よって、会期は本日１日と決定いたしました。 

────────────────────────────────────────── 

△企業長の一般報告 

○議長（岡安政彦君） 日程第３、企業長より一般報告についての発言を求められております

ので、これを許可いたします。 

  企業長。 

○企業長（三宮幸雄君） おはようございます。 
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  それでは、一般報告をさせていただきます。 

  本日、ここに令和４年第１回桶川北本水道企業団議会定例会を招集申し上げましたところ、

議員各位には公私ともにご多忙のところご参会いただきまして、深く感謝申し上げます。 

  それでは、議案の提出に先立ちまして、一般報告を申し上げます。 

  初めに、当企業団における新型コロナウイルスに関連した取組について申し上げます。 

  当企業団では、職員への感染防止対策として、引き続き朝の検温やマスクの着用、営業等

で来庁する方への入室制限、接客用カウンターテーブル等へのビニールシートや飛散防止用

パネルの設置など感染防止対策の取組を実施しております。また新型コロナウイルス感染症

の影響で収入が減少したなどの事情により水道料金の支払いが困難となった方に対しては、

引き続き支払い猶予の相談受付を実施しております。 

  例年参加しておりました桶川市及び北本市の防災訓練については、新型コロナウイルス感

染防止の観点から、両市ともに規模を縮小して実施となったため、本年度も当企業団の参加

は見送りとなりました。 

  次に、業務の状況について申し上げます。 

  水道事業経営は給水人口と配水量の推移に大きく影響されますが、令和４年１月末の給水

人口は14万710人で、前年同期と比べ502人減少となっております。配水量及び有収水量は、

営業用、工場用及び官公署等用は増加しましたが、一般用及び臨時用が減少したことにより、

昨年４月から１月までの配水量は1,288万9,309立方メートル、前年同期比19万2,197立方メ

ートル、1.5％の減少、有収水量は1,215万5,505立方メートル、前年同期比10万5,369立方メ

ートル、0.9％の減少となりました。有収水量は減少しましたが、前年度は水道基本料金の

減免があったことにより、給水収益は前年度比で3.5％増加となりました。 

  次に、ダイレクト型制限付き一般競争入札について申し上げます。 

  本年度も設計価格1,000万円以上の工事を対象に、最低制限価格制度を設け実施し、現在

までに13件の工事請負契約を締結しました。 

  最後に、石綿セメント管更新事業について申し上げます。 

  石綿セメント管更新事業の今年度の事業内訳は、桶川市内４件、北本市内６件の合計10件

で、更新距離1,990メートルとなります。翌年度繰越しの北本市内のＪＲ軌道下工事１件を

除き、今年度に完成予定です。 

  以上をもちまして、当企業団の主要な事項につきましての一般報告とさせていただきます。 

────────────────────────────────────────── 
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△企業長提出議案の上程、説明 

○議長（岡安政彦君） 次に、日程第４、企業長提出議案を一括上程いたします。 

  第４号議案から第６号議案を議題とし、提案理由の説明を企業長に求めます。 

  企業長。 

○企業長（三宮幸雄君） 本日ご提案申し上げ、ご審議をいただきます議案につきまして、順

次その概要をご説明申し上げます。 

  初めに、第４号議案 令和３年度桶川北本水道企業団水道事業会計補正予算（第１号）に

ついて申し上げます。 

  第２条は、収益的収入において、受託工事収益、分担金及び公共下水道負担金が予定した

額に達しない見込みとなったため、減額補正をするとともに、給水収益が予定した額を超え

る見込みとなったため、増額補正するものでございます。 

  収益的支出において、消費税に不足を生じましたので、増額補正をするとともに、原水及

び浄水費、配水及び給水費、受託工事費及び総係費が予定した額に達しない見込みとなった

ため、減額補正するものでございます。 

  第３条は、資本的収入において、負担区分による負担金、工事負担金及び分担金が予定し

た額に達しない見込みとなったため、減額補正をするものでございます。 

  資本的支出において、建設改良費の石綿セメント管更新事業費、配水設備費、配水支管整

備費、工事請負費、原浄水設備改良費、配水設備改良費及び営業設備費が予定した額に達し

ない見込みとなったため、減額補正をするものでございます。 

  第４条は、債務負担行為の限度額を減額補正するものでございます。 

  第５条は、職員給与費が予定した額に達しない見込みとなったため、減額補正するもので

ございます。 

  次に、第５号議案 令和４年度桶川北本水道企業団水道事業会計予算について申し上げま

す。 

  令和４年度予算に当たりましては、人口減少社会の到来による水需要の低迷により、今後

の給水収益等には多くが期待できない中、水道事業ビジョンの市民から信頼され続ける水道

の基本方針に基づき、持続、安全、強靭な水道とカーボンニュートラルへの取組としての効

率的で環境に配慮した水道施設の構築を目指し、予算編成を行ったところです。 

  予算第２条の業務の予定量は、給水件数は６万4,540件、年間総配水量は1,525万7,500立

方メートル、１日平均配水量は４万1,801立方メートルです。 
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  また、主要な建設改良事業として、石綿セメント管更新事業を３億6,264万円としたとこ

ろです。 

  第３条収益的収支では、収入は30億6,548万7,000円、前年度比0.41％減少、支出は29億

1,842万5,000円、前年度比0.62％増加となりました。 

  収入においては、営業収益及び営業外収益が共に減少となりました。支出においては、営

業費用及び営業外費用が共に増加となりました。 

  第４条資本的収支では、収入は5,916万1,000円、前年度比0.55％減少、支出は８億7,171

万4,000円、前年度比14.62％減少となりました。 

  収入においては、工事負担金は増加しておりますが、関係市負担金、補助金及び分担金が

減少しております。 

  支出では、配水設備費、配水支管整備費、工事請負費、原浄水設備改良費及び配水設備改

良費は増加しておりますが、石綿セメント管更新事業費、事務費、営業設備費及び企業債償

還金は減少しております。 

  第５条は継続費、第６条は一時借入金の限度額、第７条は議会の議決を経なければ流用す

ることのできない経費の額、第８条は他会計からの補助金、第９条はたな卸し資産購入限度

額をそれぞれ定めたところです。 

  次に、第６号議案 埼玉県市町村総合事務組合の規約変更について申し上げます。 

  同組合を組織する一部事務組合であります「埼玉県都市競艇組合」の名称変更に伴い、埼

玉県市町村総合事務組合規約を変更することについて協議したいので、地方自治法第290条

の規定により、この案を提出するものでございます。 

  以上をもちまして、本定例会に提出いたしました議案の説明は終わりますが、事務局で補

足説明をいたさせますので、何とぞ慎重審議の上、ご議決を賜りますようよろしくお願い申

し上げます。 

○議長（岡安政彦君） 総務課長。 

○総務課長（堀 和行君） おはようございます。 

  それでは、議案の補足説明をさせていただきます。 

  初めに、第４号議案 令和３年度桶川北本水道企業団水道事業会計補正予算（第１号）に

ついて申し上げます。 

  補正予算書をご覧ください。 

  初めに、１ページですが、第２条、第３条の補正科目につきましては、企業長が提案理由
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で申し上げたものでございます。 

  補正額の内訳につきましては、次の予算実施計画で申し上げます。 

  なお、第３条は、予算第４条本文括弧書き中に記載の資本的収支の不足額及び補塡財源額

に変更がありましたので、資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額９億6,150万7,000

円を８億9,504万8,000円に、消費税及び地方消費税資本的収支調整額7,162万7,000円を

6,375万9,000円に、過年度分損益勘定留保資金７億2,992万3,000円を６億2,733万2,000円に

改め、新たに建設改良積立金4,400万円を加えるものでございます。 

  ２ページにまいりまして、第４条は、債務負担行為の限度額を減額補正するものでござい

ます。 

  第５条は、議会の議決を経なければ流用することのできない経費、（１）職員給与費でご

ざいますが、560万円減額し、３億1,510万7,000円とするものでございます。 

  次に、３ページにまいりまして、補正予算実施計画でございます。 

  予算科目で款、項、目となっております。目の項目で申し上げてまいります。 

  初めに、収益的収入及び支出になります。 

  まず、収入でございます。 

  営業収益の１、給水収益でございますが、有収水量が当初予定した量を上回ったため、

6,226万円増額し、27億1,290万8,000円とするものでございます。 

  ２、受託工事収益でございますが、区画整理事業に伴う撤去工事費が当初見込みよりも少

なかったことにより105万円減額し、2,638万円とするものでございます。 

  ３、分担金でございますが、一般住宅及び集合住宅の申込み件数が当初見込みよりも少な

かったことにより1,348万円減額し、6,261万1,000円とするものでございます。 

  ４、公共下水道負担金でございますが、負担金単価が予算額を下回ったことにより1,100

万円減額し、7,996万4,000円とするものでございます。 

  収入の合計は、31億1,490万2,000円になるところでございます。 

  次に、４ページにまいりまして、支出でございます。 

  営業費用の１、原水及び浄水費でございますが、委託料で落札率による不用額の発生や、

動力費で電気使用量、薬品費で薬品使用量が当初見込みよりも少なかったことにより2,374

万円減額し、11億8,096万7,000円とするものでございます。 

  ２、配水及び給水費でございますが、修繕費で水道メーター購入単価が想定よりも低かっ

たことや、路面復旧費や材料費で落札率による不用額の発生により3,713万6,000円減額し、
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４億97万2,000円とするものでございます。 

  ３、受託工事費でございますが、工事請負費で落札率による不用額の発生と路面復旧費で

舗装本復旧が当初見込みよりも少なかったことにより232万円減額し、2,547万2,000円とす

るものでございます。 

  ６、総係費でございますが、給与費で人事異動や育児休業の取得、期末手当の支給率の引

下げによる不用額の発生により560万円減額し、１億6,942万1,000円とするものでございま

す。 

  次に、営業外費用の２、消費税でございますが、令和３年度決算見込み結果に基づき、消

費税が不足となるため3,702万6,000円増額し、6,810万円とするものでございます。 

  支出合計額は28億6,861万4,000円になるところでございます。 

  次に、５ページにまいりまして、資本的収入及び支出になります。 

  まず、収入から申し上げてまいります。 

  同じく目のところで申し上げます。 

  １、負担区分による負担金でございますが、消火栓設置費用の減少により110万2,000円減

額し、999万7,000円とするものでございます。 

  １、工事負担金でございますが、土地区画整理事業や公共下水道工事等に伴う配水管の布

設工事で、予定していた金額を下回ったため346万2,000円減額し、295万8,000円とするもの

でございます。 

  １、分担金でございますが、577万7,000円減額し、2,683万3,000円とするものでございま

す。 

  資本的収入の合計は4,915万円になるところでございます。 

  次に、６ページにまいりまして、支出でございます。 

  建設改良費の１、石綿セメント管更新事業費でございますが、落札率による不用額の発生

等により200万円減額し、５億9,620万5,000円とするものでございます。 

  ２、配水設備費でございますが、予定した箇所の工事未発生等により1,800万円減額し、

2,201万8,000円とするものでございます。 

  ３、配水支管整備費でございますが、落札率による不用額の発生や路面復旧費で予定した

箇所の工事未発生等により1,445万1,000円減額し、5,326万2,000円とするものでございます。 

  ４、工事請負費でございますが、予定していた箇所の工事未発生や落札率による不用額の

発生により717万9,000円減額し、286万8,000円とするものでございます。 
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  ５、原浄水設備改良費でございますが、落札率による不用額の発生により1,347万円減額

し、3,411万6,000円とするものでございます。 

  ６、配水設備改良費でございますが、落札率による不用額の発生等により800万円減額し、

1,703万7,000円とするものでございます。 

  ８、営業設備費でございますが、量水器費で水道メーター購入単価が想定よりも低かった

ことと購入数の減少と備品購入費で落札率による不用額の発生等により1,370万円減額し、

1,339万9,000円とするものでございます。 

  資本的支出の合計は９億4,419万8,000円になるところでございます。 

  次に、７ページの債務負担行為に関する調書でございますが、浄配水場の運転管理業務委

託について、令和３年度分から令和４年度分までの支払義務発生予定額を5,530万8,000円と

予定したところでございます。 

  次に、８ページの予定キャッシュ・フロー計算書でございますが、９ページ下の資金期末

残高を24億9,104万9,000円と予定したところでございます。 

  以上で、第４号議案の補足説明を終わらせていただきます。 

  続きまして、第５号議案 令和４年度桶川北本水道企業団水道事業会計予算について申し

上げます。 

  お配りしております予算書と予算内訳書によりまして、それぞれ説明をさせていただきま

す。 

  まず、予算書でございます。 

  予算書の１ページから２ページにかけましては、先ほど企業長のほうで提案理由にて申し

上げておりますので、文書について若干補足説明をさせていただきます。 

  ２ページの第４条の本文でございます。資本的収入が支出に対し不足いたします８億

1,255万3,000円の補塡財源といたしまして、消費税及び地方消費税資本的収支調整額6,260

万2,000円、減債積立金１億1,985万1,000円、過年度分損益勘定留保資金６億3,010万円にて

補塡するという内容でございます。 

  次に、第５条が、継続費といたしまして、江川調節池整備に伴う送水管布設工事について

総額及び年割額を定めたところでございます。 

  第６条が一時借入金の限度額、第７条が議会の議決を経なければ流用することのできない

経費といたしまして、（１）の職員給与費で３億2,393万6,000円、（２）の交際費、こちら

は企業長交際費及び議長交際費の合計額が45万円でございます。 
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  第８条が、他会計からの補助金といたしまして、児童手当の支給に要する経費について、

桶川市及び北本市の一般会計より水道事業会計に繰り出しを受けるものでございます。 

  第９条が、たな卸資産購入限度額、水道メーターの購入分でございますが、3,939万8,000

円と定めたところでございます。 

  続きまして、４ページにまいりまして、令和４年度の予算実施計画でございます。 

  款、項、目までの予定額が記載されております。 

  このページから７ページまでの資本的支出までにつきましては、予算内訳書によりまして

説明させていただきたいと思いますので、そちらをご覧いただきたいと思います。 

  予算内訳書の１ページでございますが、収益的収入及び支出の収入からでございます。 

  １、水道事業収益、本年度予定額30億6,548万7,000円で、前年度と比較しまして1,268万

5,000円の減少となっております。 

  続きまして、１、営業収益のほうから申し上げてまいります。 

  以下、金額につきましては本年度予定額を、内容につきましては主なものを申し上げてま

いりますので、よろしくお願いいたします。 

  １の給水収益26億6,931万4,000円、こちらは水道料金でございまして、有収水量1,438万

1,000立方メートル、単価168円74銭を見込んでおります。 

  次に、２の受託工事収益1,988万4,000円、こちらは給水工事箇所の路面復旧費及び手数料

収入と、公共下水道に伴います給水管布設替えの収入でございます。 

  次に、３の分担金5,731万1,000円、こちらは新規利用分の分担金でございまして、３条収

入としましては全体収入の70％となっております。 

  次に、４の公共下水道負担金8,992万3,000円でございますが、こちらは桶川市及び北本市

からの下水道使用料の徴収事務負担金収入でございます。 

  次に、２ページにまいりまして、２の営業外収益２億2,624万4,000円でございますが、こ

のうちの長期前受金戻入が２億2,066万円で、営業外収益のほとんどが長期前受金戻入とな

っております。 

  次に、３ページにまいりまして、支出でございますが、1、水道事業費、本年度予定額29

億1,842万5,000円で、前年度と比較しまして1,804万1,000円増加となっております。 

  こちらも予算額の主な項目を申し上げてまいります。 

  初めに、１の営業費用の１、原水及び浄水費12億1,939万円でございますが、浄水課職員

６人の給与費としまして、給料、手当、賞与引当金繰入額、法定福利費でございまして、合
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計で4,504万8,000円を予定しております。 

  次に、４ページにまいりまして、委託料で１億2,450万5,000円でございますが、各浄配水

場の管理委託や設備等の保守点検費用、水質検査費用、配水池の耐震診断や認可変更となっ

ております。 

  次に、修繕費が2,570万3,000円ですが、浄配水場設備の修繕工事を予定しております。 

  次に、薬品費1,252万5,000円でございますが、浄水処理用の次亜塩素酸ナトリウム、ポリ

塩化アルミニウムの購入費用でございます。 

  次に、受水費８億8,797万4,000円でございますが、埼玉県営水道からの受水費用といたし

まして、受水量1,306万6,500立方メートル、単価については61円78銭で、前年度と同単価で

ございます。 

  次に、２の配水及び給水費４億1,465万2,000円でございますが、施設課職員６人、給水課

職員４人、再任用職員１人の給与費としまして、給料、手当、賞与引当金、法定福利費まで

の合計で8,029万5,000円を予定しております。 

  次に、５ページにまいりまして、委託料9,720万1,000円でございますが、配水管の洗浄や

漏水調査及び受付の委託費等を予定しております。 

  次に、修繕費１億9,822万3,000円でございますが、こちらは主なところは配給水管等の漏

水修理、水道メーターの検定満期取替え費用や漏水等に伴う布設替え工事を予定しておりま

す。 

  次に、６ページにまいりまして、路面復旧費3,596万9,000円でございますが、主に漏水修

理箇所の路面復旧費用でございます。 

  次に、３の受託工事費2,300万2,000円でございますが、給水課職員２人の給与費としまし

て、給料から法定福利費までの合計で1,321万円を予定しております。 

  次に、７ページにまいりまして、工事請負費165万円でございますが、公共下水道工事に

伴う給水管の布設替え費用でございます。 

  次に、路面復旧費706万2,000円でございますが、給水取出し箇所の路面復旧費用となって

おりまして、受託工事収益の給水工事収益にて収入を見込んでいる工事費でございます。 

  次に、４の業務費１億6,697万2,000円でございますが、業務課職員６人の給与費としまし

て、給料から法定福利費までの合計で4,351万4,000円を予定しております。 

  次に、通信運搬費1,142万1,000円でございますが、水道料金の納入通知書等の郵送料でご

ざいます。 
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  次に、８ページにまいりまして、委託料１億912万7,000円でございますが、料金徴収に関

する委託費用でございまして、主なところでは、郵便局、金融機関への口座振替事務委託費

1,049万円、給水契約の受付から検針及び収納業務まで一括委託する水道料金等徴収関係業

務委託6,733万9,000円、水道の開閉栓を行う使用開始・中止等業務委託1,359万1,000円とな

っております。 

  次に、５の議会費568万9,000円でございますが、こちらは議会に要する費用といたしまし

て、議会議員の報酬、手当、それから旅費ですとか委託料等を予定させていただいておりま

す。 

  次に、９ページにまいりまして、６の総係費１億8,761万2,000円でございますが、初めに

それぞれ特別職の報酬と手当を見ております。次に、事務局及び総務課職員14人の給与費と

しまして、給料から法定福利費までの合計で１億349万6,000円を予定しております。 

  次に、10ページにまいりまして、一番下の広告料526万1,000円でございますが、すいどう

だよりの発行や親子水道教室の開催費用などでございます。 

  次に、11ページにまいりまして、委託料1,701万4,000円でございますが、こちらは庁舎の

管理費用や電算機の保守関連の費用を予定しております。 

  次に、賃借料319万1,000円でございますが、公用車や事務用機器等の賃借料でございます。 

  次に、修繕費679万9,000円でございますが、主に庁舎の維持管理修繕費用でございます。 

  次に、退職手当負担金3,183万9,000円でございますが、こちらは埼玉県市町村総合事務組

合に支払います負担金でございます。 

  次に、12ページにまいりまして、７の減価償却費８億4,344万6,000円でございますが、こ

のうちの大部分が配水管等の構築物が占めております。 

  次に、13ページにまいりまして、８の資産減耗費362万7,000円でございますが、こちらは

固定資産除却費が297万4,000円で、主に配水管等の除却費用でございます。 

  次に、２、営業外費用の１、支払利息及び企業債取扱諸費674万3,000円でございますが、

こちらは企業債利息と借入金利息でございます。 

  ２の消費税は4,098万1,000円でございます。 

  次に、３、予備費でございますが、500万円を予定させていただいております。 

  次に、14ページにまいりまして、資本的収入及び支出の収入でございます。１、資本的収

入、本年度予定額5,916万1,000円で、前年度と比較しまして33万円の減少となっております。 

  初めに、関係市負担金の負担区分による負担金655万8,000円でございますが、こちらは消
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火栓の設置費用について桶川市及び北本市よりご負担をいただくものでございます。 

  次に、補助金の県補助金522万円でございますが、こちらは生活基盤施設耐震化等補助金

でございまして、埼玉県から交付されるものでございます。 

  次に、工事負担金2,282万2,000円でございますが、こちらは受託工事による配水管布設工

事等の負担金収入でございます。主に区画整理事業及び公共下水道工事に伴う配水管布設替

えの負担金でございます。 

  次に、分担金2,456万1,000円でございますが、こちらは分担金収入の30％をこの４条に収

入として入れるものでございます。 

  次に、15ページにまいりまして、支出でございます。 

  １、資本的支出、本年度予定額８億7,171万4,000円で、前年度と比較しまして１億4,928

万4,000円の減少となっております。 

  １、建設改良費の１、石綿セメント管更新事業費３億6,264万円でございますが、こちら

は石綿セメント管の布設替え工事費でございまして、施設課職員３人の給与費を含んでおり

ます。 

  次に、一番下の配水設備費３億1,578万3,000円でございますが、こちらは配水管布設工事

で６件を予定しております。 

  次に、16ページの２の配水設備費7,403万円でございますが、こちらは配水管の新規布設

費用等で２件を予定しております。 

  次に、３の配水支管整備費8,238万2,000円でございますが、こちらは口径50ミリの配水支

管の布設工事を６件予定しております。 

  次に、４の工事請負費2,156万7,000円でございますが、こちらは委託による配水管等の布

設工事費でございまして、主に区画整理事業に伴う配水管の布設替え工事を予定しておりま

す。 

  次に、５の原浄水設備改良費7,089万円でございますが、こちらは浄配水場施設の改良工

事等の費用としまして、浄配水場設備更新工事と川田谷浄水場電気設備更新実施設計業務委

託を予定しております。 

  次に、６の配水設備改良費１億65万円でございますが、こちらは主に江川調節池整備に伴

う送水管布設工事と桶川駅東口整備事業に伴う配水管布設工事を予定しております。 

  次に、７の事務費2,873万円でございますが、こちらは建設改良に要する事務費でござい

まして、施設課職員２人の給与費を含んでおります。 



－15－ 

  次に、17ページにまいりまして、８の営業設備費1,097万4,000円でございますが、水道メ

ーターの購入費用と備品等の購入費用でございます。人事給与システムサーバーの更新やグ

ループウェアを予定しております。 

  最後に、企業債償還金１億1,985万1,000円でございますが、こちらは企業債の元金償還金

でございます。財務省財政融資資金と地方公共団体金融機構に元金を返済するものでござい

ます。 

  また予算書のほうに戻っていただきまして、予算書の８ページでございます。 

  予算書の８ページから９ページにかけましては、令和４年度の予定キャッシュ・フロー計

算書でございます。 

  一会計期間における現金及び預金の増加及び減少を、それぞれ業務活動、投資活動、財務

活動の３つに区分して表したものとなっております。 

  一番下にございます資金の期首残高、期末残高は、令和３年度及び令和４年度の貸借対照

表の現金及び預金の額と一致したものとなっております。 

  続きまして、10ページは給与費明細書でございます。 

  括弧書きは、再任用短時間勤務職員の外書きで、令和４年度は１名を予定しております。

一般職の職員数は43名で、うち新規採用職員が２名でございます。 

  給料は141万5,000円の増、手当は101万1,000円の増、法定福利費は242万6,000円の増でご

ざいまして、合計で322万9,000円の増加となっております。 

  下の表の手当の内訳でございますが、増減額を表したものでございます。 

  次に、11ページは給料及び手当の増減額の明細でございます。 

  給料の141万5,000円の増でございますが、昇給に伴う増加分が147万6,000円の増加、その

他の増減分で６万1,000円の減少となっております。 

  手当につきましては、制度改正に伴う増減分で235万3,000円の減少、その他の増減分で

336万4,000円の増加となりまして、手当全体では101万1,000円の増加となっております。 

  次に、12ページにまいりまして、給料及び手当の状況でございます。職員１人当たりの令

和４年１月１日現在の平均給与月額は前年度比で4,965円増加し、平均年齢は６か月上昇と

なっております。 

  （２）の初任給でございますが、こちらは桶川市、北本市と同額となっているところでご

ざいます。 

  次に、13ページにまいりまして、級別職員数でございますが、令和４年１月１日現在、令
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和３年１月１日現在のそれぞれの級別に在職しております職員の人数、構成比でございます。 

  下段のほうは、企業職員の級別の標準的な職務内容を記載したものでございます。 

  次に、14ページにまいりまして、昇給でございます。 

  本年度は昇給に係る職員数が39人で、２号級昇給が５人、４号級昇給が34人となるところ

でございます。 

  下の特殊勤務手当でございますが、主な手当といたしまして、緊急出動手当で、１人当た

りの平均支給額は3,111円となっております。 

  次に、15ページにまいりまして、期末手当、勤勉手当でございますが、支給率は両市と同

率で、括弧書きは再任用職員の支給率となっております。 

  （７）の退職手当でございますが、勤続年数の区分ごとに国の制度と比較したものでござ

います。 

  （８）のその他の手当につきましては、桶川市及び北本市とのそれぞれの異同を記載して

ございます。 

  次に、16ページにまいりまして、継続費に関する調書でございますが、江川調節池整備に

伴う送水管布設工事について、令和４年度からの２か年の継続事業として年割額を定めたも

のとなっております。 

  その下の債務負担行為に関する調書でございますが、令和３年度に契約いたしました浄配

水場運転管理業務について、令和４年度の支払義務発生予定額を記載しております。 

  次に、17ページから19ページにかけましては、令和４年度の予定貸借対照表でございます。

こちらは令和５年３月31日現在の財政状況を表したものとなっております。 

  18ページの一番上にございます２、流動資産の（１）現金預金23億7,138万1,000円が、先

ほど申し上げました９ページのキャッシュ・フロー計算書の期末残高と一致したものとなっ

ております。 

  19ページの７、剰余金の（２）利益剰余金のハ、当年度未処分利益剰余金３億5,784万

5,000円でございますが、こちらの内訳には当年度純利益8,227万2,000円が含まれた金額と

なっております。 

  次に、20ページにまいりまして、令和３年度の予定損益計算書でございます。こちらは経

営成績の予定を表したものでございます。今年度の営業利益は1,975万5,000円を見込んでお

りまして、当年度純利益は下から４行目になりますが、２億4,144万1,000円を予定したとこ

ろでございます。 
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  しかしながら、利益のうち２億2,052万6,000円は資金の裏づけのない長期前受金戻入とな

っております。 

  次に、21ページから23ページにかけましては、令和３年度の予定貸借対照表となりまして、

令和４年３月31日現在の財政状況を表したものでございます。 

  22ページの２、一番上にございます流動資産の（１）現金預金24億9,104万9,000円が、先

ほど申し上げました９ページのキャッシュ・フロー計算書の資金期首残高と一致したものと

なっております。 

  23ページの下から５行目でございますが、当年度未処分利益剰余金４億4,546万7,000円で

ございますが、このうち減債積立金からの振替分１億5,995万7,000円と建設改良積立金から

の振替分として4,400万円が含まれておりまして、こちらにつきましては資本金に組み入れ

る予定となっております。 

  次に、24ページから25ページにかけましては注記でございますが、財務諸表を作成するに

当たり採用しました会計処理の基準及び手続を注記として開示したものとなっております。 

  以上で、第５号議案の補足説明を終わらせていただきます。 

  次に、第６号議案でございますが、埼玉県市町村総合事務組合の規約変更について申し上

げます。 

  本案は、「埼玉県都市競艇組合」が令和４年４月１日から「埼玉県都市ボートレース企業

団」に名称を変更することに伴い、埼玉県市町村総合事務組合規約を変更することについて

協議したいので、地方自治法第290条の規定によりこの案を提出するものでございます。 

  以上をもちまして補足説明を終わらせていただきます。どうぞよろしくお願いいたします。 

○議長（岡安政彦君） ここで暫時休憩いたします。再開は午前10時５分といたします。 

（午前 ９時５５分） 

────────────────────────────────────────── 

○議長（岡安政彦君） 休憩を解いて会議を再開いたします。 

（午前１０時０５分） 

────────────────────────────────────────── 

○議長（岡安政彦君） 総務課長より発言を求められておりますので、これを許可いたします。 

  総務課長。 

○総務課長（堀 和行君） 本日お配りしております令和３年度桶川北本水道企業団水道事業

会計補正予算（第１号）の中の６ページの上から２行目にございます建設改良費の合計額で
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ございますが、こちらの議案のほうには７億4,824万1,000円と明記されておりますが、正し

くは７億8,424万1,000円となりますので、大変申し訳ありませんが、ご訂正のほうをよろし

くお願いいたします。 

○議長（岡安政彦君） では、報告がありましたとおり、訂正のほうをよろしくお願い申し上

げます。 

────────────────────────────────────────── 

△一般質問 

○議長（岡安政彦君） 続きまして、日程第５、一般質問を行います。 

  なお一般質問につきましては、議会運営委員会での決定どおり、文書配付によることを行

うこととし、通告書及び回答書を手元に配付してありますので、ご了承ください。 

  これをもちまして、一般質問を終了いたします。 

〔一般質問通告書及び回答書は巻末参照〕 

────────────────────────────────────────── 

△第４号議案に対する質疑、討論、採決 

○議長（岡安政彦君） 日程第６、議案の質疑、討論、採決を行います。 

  第４号議案 令和３年度桶川北本水道企業団水道事業会計補正予算（第１号）についてを

議題といたします。 

  質疑の通告がありましたので、質疑を許可いたします。 

  中村洋子議員。 

○６番（中村洋子君） ６番、中村洋子です。 

  第４号議案 令和３年度桶川北本水道企業団水道事業会計補正予算（第１号）について、

予算書の３ページですけれども、水道事業収益について、営業収益の給水収益6,226万円の

増加補正予算になっておりますが、具体的にどのような状況なのか、説明をお願いしたいと

思います。 

○議長（岡安政彦君） 中村洋子議員の１回目の質問が終わりました。 

  執行部の答弁を求めます。 

  業務課長。 

○参事兼事務局次長兼業務課長（小島 稔君） 議案質疑、補正予算書３ページ、補正予算実

施計画、給水収益の補正予定額6,226万円増額につきましてご説明いたします。 

  増額補正理由としましては、当年度決算見込みを行いましたところ、当初予定した有収水
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量を上回る見込みとなったことでございます。 

  当初予算編成時に給水収益を計上する際には、近年の有収水量の推移を参考に算出してお

りますが、昨年度、令和２年度は新型コロナウイルス感染症の拡大によるホームステイ及び

うがい、手洗いの推奨により一般用の使用水量が増えたことにより、有収水量が増加いたし

ましたが、令和元年度までの数年は減少が続いておりました。令和３年度当初予算有収水量

としましては、令和２年度実績は例年と異なる水需要で特異な年であったことから、令和元

年度実績までを参考にし、1,438万1,000立方メートルとして計上しておりましたが、うがい、

手洗いが生活習慣として続けられているのか、前年度との比較でも一般用の使用水量が極端

に減少することなく、さらに工場用及び官公署等用の使用水量が増加したこともあり、決算

見込み有収水量が当初予定を上回ることとなり、増額補正をいたすものでございます。 

  以上でございます。 

○議長（岡安政彦君） ２回目の質問を許可いたします。 

  中村洋子議員。 

○６番（中村洋子君） ございません。 

○議長（岡安政彦君） 以上をもちまして、中村洋子議員の質疑を終了いたします。 

  質疑を終結いたします。 

  次に、討論はありませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（岡安政彦君） なしと認め、討論を終結いたします。 

  これより第４号議案を採決いたします。 

  本案は原案のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。 

〔起立全員〕 

○議長（岡安政彦君） 起立全員です。 

  よって、第４号議案 令和３年度桶川北本水道企業団水道事業会計補正予算（第１号）に

つきましては、原案のとおり可決することに決定いたしました。 

────────────────────────────────────────── 

△第５号議案に対する質疑、討論、採決 

○議長（岡安政彦君） 次に、第５号議案 令和４年度桶川北本水道企業団水道事業会計予算

についてを議題といたします。 

  質疑の通告がありましたので、質疑を許可いたします。 
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  通告１番、中村洋子議員の質疑を許可いたします。 

  中村議員。 

○５番（中村洋子君） 令和４年度桶川北本水道企業団水道事業会計予算について質疑したい

と思います。 

  内訳書の１ページからなんですが、やはり営業収益の中の給水収益、先ほども補正でお話

があったようなんですけれども、やはり水道料金の増額がありました。これの根拠と、前年

度との比較で傾向はどのように変化しているのかというところをお聞きしたいと思います。 

  それから、15ページの建設改良費、石綿セメント管更新事業費の３億6,264万円は、昨年

度比でマイナス２億4,209万3,000円の予算である理由はどのような状況なのかということで

お聞きしたいと思います。 

  それから、16ページの配水設備改良費がやはり本年度予算の予定では増えております。こ

のアップの理由は具体的にどのような理由なのか、お願いしたいと思います。 

○議長（岡安政彦君） 中村洋子議員の１回目の質問が終わりました。 

  執行部の答弁を求めます。 

  業務課長。 

○参事兼事務局次長兼業務課長（小島 稔君） 議案質疑、予算内訳書１ページ、営業収益、

給水収益26億6,931万4,000円の根拠及び前年度との比較、傾向につきましてご説明いたしま

す。 

  給水収益、水道料金収入の予算計上につきましては、説明の欄にございますように予定し

た有収水量に１立方メートル当たりの供給単価を乗じて算出しております。有収水量につき

ましては、平成30年度から令和２年度決算数値及び令和３年度決算見込み値から算出してお

ります。 

  令和元年度までは減少傾向、昨年度、今年度につきましては、それまでに比べますと増加

傾向となっておりますが、令和４年度予定有収水量としましては今年度と同様の水量となっ

ております。 

  供給単価につきましては、決算見込みによる給水収益を有収水量で割り込み、１立方メー

トル当たりの供給単価を算出し、前年度比１円18銭増加の168円74銭といたしました。 

  前年度比較傾向としましては、有収水量は同量となっておりますが、供給単価の上昇によ

り給水収益は増加となっております。 

  供給単価が上がりました理由としましては、当企業団の料金体系は段階別の逓増制となっ
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ており、令和２年度はコロナ禍の影響で、営業用、工場用及び官公署等用の大口需要者の使

用水量が減少したことにより給水収益が減少し、令和３年度当初予算の供給単価は例年より

も安価な単価設定となっておりました。今年度、これまでの有収水量を前年度と比較いたし

ますと一般用及び営業用の使用水量は減少しておりますが、工場用及び官公署等用の大口需

要者の使用量が回復して増加に転じ、それが要因となりまして、令和４年度予定供給単価が

上昇しております。 

  以上でございます。 

○議長（岡安政彦君） 施設課長。 

○施設課長（小菅 勉君） 石綿セメント管更新事業費の減額についてお答えいたします。 

  石綿セメント管更新事業費のうち、配水設備費が減っているわけでございますが、これは

江川調節池の整備に伴い、口径500ミリの配水管と送水管の２本を切り回す工事を令和４年

度以降予定しており、その資金を確保するため、石綿セメント管更新工事の施工箇所を減ら

したためでございます。 

  次に、配水設備改良費の増額についてお答えします。 

  先ほども申し上げましたように、江川調節池整備に伴う送水管の切り回し工事を令和４年

度中に発注する予定があるためと桶川駅の東口整備に併せ、150ミリの配水管の布設工事を

予定しているためでございます。 

  以上でございます。 

○議長（岡安政彦君） ２回目の質疑を許可いたします。 

  中村洋子議員。 

○６番（中村洋子君） ２回目はありません。 

○議長（岡安政彦君） 以上をもちまして、中村洋子議員の質疑を終了いたします。 

  次に、通告２番、山中敏正議員の質疑を許可いたします。 

  山中敏正議員。 

○４番（山中敏正君） 改めまして、こんにちは。 

  私から、１点だけ質問をさせていただければと思いますので、よろしくお願いしたいと思

います。 

  今回の内訳書の中の９ページの中で、１項の建設改良費、今、石綿セメント管更新工事と

いうことでご説明がありましたけれども、その中の説明欄の配水管布設工事、こちらの令和

４年度の配水管布設工事の内訳、口径と距離についてお伺いいたします。 
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  それと令和３年度までの石綿管の更新された距離数と今後の更新計画についてお伺いいた

します。 

  よろしくお願いいたします。 

○議長（岡安政彦君） 山中敏正議員の１回目の質疑が終わりました。 

  執行部の答弁を求めます。 

  施設課長。 

○施設課長（小菅 勉君） 令和４年度の石綿セメント管更新事業費・配水設備費の内訳につ

いてお答えします。 

  まず、石戸浄水場付近で２件ございます。合わせて口径350ミリの配水管を約286メートル、

150ミリを約197メートル布設する予定でございます。 

  次に、県道東松山桶川線で１件ございます。口径100ミリの配水管を約300メートル布設す

る予定でございます。 

  次に、桶川駅東口で２件ございます。合わせて口径100ミリの配水管を約252メートル布設

する予定でございます。 

  次に、末広１丁目地内で１件ございます。口径100ミリの配水管を約70メートル布設する

予定でございます。 

  次に、石綿セメント管の残りの距離についてお答えします。 

  令和３年度末時点で約16キロメートルになる予定でございます。 

  また、今後の更新計画についてお答えします。県道東松山桶川線に口径300ミリと350ミリ

の石綿セメント管が合わせて約600メートル残っておりますので、道路管理者と協議しつつ、

これを中心に更新をしていきたいと考えております。 

  以上でございます。 

○議長（岡安政彦君） ２回目の質疑を許可いたします。 

  山中敏正議員。 

○４番（山中敏正君） １回目のご答弁、ありがとうございました。 

  その中でまだ石綿管の更新距離が大分残っているのかなというようなニュアンスでありま

す。その中で更新をしていく優先順位は何を基準として更新されているのか、お聞かせ願え

ればと思います。 

○議長（岡安政彦君） 山中敏正議員の２回目の質疑が終わりました。 

  執行部の答弁を求めます。 
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  施設課長。 

○施設課長（小菅 勉君） 石綿セメント管を更新していく上での優先順位についてお答えし

ます。 

  石綿セメント管は、漏水の可能性が高く、耐震性は皆無でございます。そのため交通量の

多い路線、市街地で断水が生じた場合に影響範囲が大きい路線、また、口径の大きな路線を

限られた財源の中で進めております。また、両市の道路課から、石綿セメント管が布設され

ている路線の道路改良工事などの情報を得た場合には、優先順位を上位に位置づけ計画して

おります。 

  以上でございます。 

○議長（岡安政彦君） 以上をもちまして、山中敏正議員の質疑を終了いたします。 

  質疑を終結いたします。 

  次に、討論はありませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（岡安政彦君） なしと認め、討論を終結いたします。 

  これより第５号議案を採決いたします。 

  本案は原案のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。 

〔起立全員〕 

○議長（岡安政彦君） 起立全員であります。 

  よって、第５号議案 令和４年度桶川北本水道企業団水道事業会計予算については、原案

のとおり可決することに決定いたしました。 

────────────────────────────────────────── 

△第６号議案に対する質疑、討論、採決 

○議長（岡安政彦君） 次に、第６号議案 埼玉県市町村総合事務組合の規約変更について、

議題といたします。 

  質疑の通告がありませんでしたので、質疑を終結いたします。 

  次に、討論はありませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（岡安政彦君） なしと認め、討論を終結いたします。 

  これより第６号議案を採決いたします。 

  本案は原案のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。 
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〔起立全員〕 

○議長（岡安政彦君） 起立全員であります。 

  よって、第６号議案 埼玉県市町村総合事務組合の規約変更については、原案のとおり可

決することに決定いたしました。 

────────────────────────────────────────── 

△特定事件の閉会中の継続審査の申し出について 

○議長（岡安政彦君） 日程第７、特定事件の閉会中の継続審査の申し出についてを議題とい

たします。 

  議会運営委員会委員長から、所管事項につきまして、会議規則第102条の規定により閉会

中の継続審査の申し出がありました。 

  お諮りいたします。議会運営委員会委員長からの申し出のとおり、閉会中の継続審査とす

ることにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（岡安政彦君） ご異議なしと認め、議会運営委員会委員長からの申し出につきまして

は、閉会中の継続審査とすることに決定いたしました。 

────────────────────────────────────────── 

△閉会の宣告 

○議長（岡安政彦君） 以上をもちまして、本定例会の日程は全て終了いたしました。 

  これにて令和４年第１回桶川北本水道企業団議会定例会を閉会いたします。 

  大変ご苦労さまでした。 

（午前１０時２５分） 
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議 案 の 審 査 結 果 

 企業長提出議案 

議 案 

番 号 
件                名 

審 査 結 果 

月  日 結  果 

４ 
令和３年度桶川北本水道企業団水道事業会計補正予算（第

１号）について 
２月18日 原案可決 

５ 令和４年度桶川北本水道企業団水道事業会計予算について ２月18日 原案可決 

６ 埼玉県市町村総合事務組合の規約変更について ２月18日 原案可決 
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